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第一部 【企業情報】

 
第１ 【企業の概況】

 
１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第87期

第１四半期
連結累計期間

第88期
第１四半期
連結累計期間

第87期

会計期間
自 2017年11月１日
至 2018年１月31日

自 2018年11月１日
至 2019年１月31日

自 2017年11月１日
至 2018年10月31日

売上高 (千円) 3,185,169 3,925,241 13,509,523

経常利益 (千円) 375,866 474,596 1,098,090

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

(千円) 263,097 371,973 817,367

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 207,638 353,190 691,991

純資産額 (千円) 12,178,497 12,882,200 12,603,015

総資産額 (千円) 15,682,655 16,376,883 16,534,735

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 90.55 128.04 281.34

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 77.7 78.7 76.2
  

(注) １． 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載
しておりません。

 ２． 売上高には、消費税等は含まれておりません。

 ３． 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており
ません。

 ４． 当社は2018年５月１日をもって普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。これによ
り、第87期の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定して
おります。

 ５． 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四
半期連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な
経営指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 
１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前連結

会計年度との比較・分析を行っております。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善により、個人消費の持ち直

しや設備投資に増加の傾向が見られるなど、緩やかな回復基調が続いております。一方海外情勢においては、米国

を中心に底堅く推移しているものの、米中の貿易摩擦問題の長期化や不確実な経済情勢の影響が懸念され、依然と

して先行きは不透明な状況となっております。

このような状況のもと、当社グループは会社に関わるすべての人々に比類のない喜びと感動を与えるため、高品

質な製品とサービスを世界へ提供することをミッションに、グループ一丸となって業績向上に努めてまいりまし

た。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の財政状態及び経営成績は以下のとおりとなりました。

 
① 財政状態

（資産）

資産合計は前連結会計年度末に比べて157,851千円減少し、16,376,883千円となりました。

これは、主に現金及び預金の減少439,386千円、受取手形及び売掛金の増加196,548千円、たな卸資産の増加

128,799千円等によるものであります。

（負債）

負債合計は前連結会計年度末に比べて437,037千円減少し、3,494,683千円となりました。

これは、主に短期借入金の減少100,000千円、未払法人税等の減少82,105千円等によるものであります。

（純資産）

純資産合計は前連結会計年度末に比べて279,185千円増加し、12,882,200千円となりました。

これは、主に利益剰余金の増加298,059千円等によるものであります。

 
② 経営成績

当第１四半期連結累計期間の売上高は3,925,241千円(前年同期比23.2％増)、経常利益は474,596千円(前年同期比

26.3％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は371,973千円(前年同期比41.4％増)となりました。

 
セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

a 猟銃事業

主力製品である上下二連銃及びボルトアクションライフルは、米国の堅調な購買ニーズにより販売数量は前

年同期と同水準を維持しましたが、その他の銃の販売数量は前年同期を若干下回りました。利益面において

は、英国のＥＵ離脱問題等による高付加価値製品の販売の減少が影響しました。その結果、売上高は1,916,257

千円(前年同期比5.4％減)、セグメント利益(営業利益)は234,843千円(前年同期比9.6％減)となりました。

b 工作機械事業

主力の機械部門は販売強化が奏功し販売台数は前年同期に比べ大きく増加、また加工部門及びツール部門は

堅調に推移したことから売上高は前年同期を上回りました。利益面においては、高価格製品のガンドリルマシ

ンの販売が集中したことが好業績につながりました。その結果、売上高は918,237千円(前年同期比62.8％増)、

セグメント利益(営業利益)は270,616千円(前年同期比97.8％増)となりました。なお、売上高につきましては、

セグメント間の内部売上高2,868千円を含んでおります。
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c 自動車関連事業

昨年度から生産開始した部分ウッドステアリングハンドル及び全周革ステアリングハンドルが順調に推移し

たことから、売上高は前年同期を上回りました。しかしながら利益面においては、付加価値の高い純木製ステ

アリングハンドルの販売が半減したことが大きく影響しました。その結果、売上高は1,091,441千円(前年同期

比81.2％増)、セグメント利益(営業利益)は836千円(前年同期比77.2％減)となりました。

 
(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 
(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は3,661千円であります。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 
１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,000,000

計 12,000,000
 

 
② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2019年１月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年３月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,005,441 3,005,441
東京証券取引所
(市場第２部)

単元株式数は100株
であります。

計 3,005,441 3,005,441 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

　

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(千円)

資本金
残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2018年11月１日～
2019年１月31日

― 3,005,441 ― 863,126 ― 515,444
 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2018年10月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

2019年１月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 48,800
 

― 単元株式数 100株

完全議決権株式(その他) 普通株式 2,941,300
 

29,413 単元株式数 100株

単元未満株式 普通株式 15,341
 

― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数  3,005,441
 

― ―

総株主の議決権 ― 29,413 ―
  

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、自己株式91株が含まれております。
 

 
② 【自己株式等】

2019年１月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合

(％)

(自己保有株式)
㈱ミロク

高知県南国市篠原537-１ 48,800 ― 48,800 1.62

計 ― 48,800 ― 48,800 1.62
  

(注) 当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式(自己株式等)」欄の普通株式に含めております。
 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 
１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2018年11月１日から2019年

１月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(2018年11月１日から2019年１月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2018年10月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年１月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,256,943 1,817,557

  受取手形及び売掛金 1,982,099 2,178,647

  たな卸資産 3,876,396 4,005,195

  その他 298,776 356,193

  貸倒引当金 △492 △164

  流動資産合計 8,413,723 8,357,429

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,457,831 1,435,598

   機械装置及び運搬具（純額） 1,411,771 1,376,614

   土地 1,687,995 1,687,995

   その他（純額） 152,126 165,044

   有形固定資産合計 4,709,725 4,665,253

  無形固定資産 51,219 44,152

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,689,372 2,658,642

   その他 683,675 664,385

   貸倒引当金 △12,980 △12,980

   投資その他の資産合計 3,360,067 3,310,047

  固定資産合計 8,121,012 8,019,454

 資産合計 16,534,735 16,376,883
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2018年10月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年１月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,020,274 1,020,799

  短期借入金 100,000 ―

  1年内返済予定の長期借入金 700,000 700,000

  未払法人税等 270,046 187,941

  賞与引当金 150,599 194,577

  役員賞与引当金 31,812 6,292

  その他 667,362 388,259

  流動負債合計 2,940,096 2,497,871

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 151,782 150,415

  退職給付に係る負債 607,786 610,136

  その他 232,056 236,260

  固定負債合計 991,624 996,812

 負債合計 3,931,720 3,494,683

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 863,126 863,126

  資本剰余金 519,703 519,703

  利益剰余金 10,826,279 11,124,339

  自己株式 △79,622 △79,714

  株主資本合計 12,129,486 12,427,454

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 437,639 425,145

  為替換算調整勘定 35,889 29,599

  その他の包括利益累計額合計 473,528 454,745

 純資産合計 12,603,015 12,882,200

負債純資産合計 16,534,735 16,376,883
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2017年11月１日
　至 2018年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年11月１日
　至 2019年１月31日)

売上高 3,185,169 3,925,241

売上原価 2,549,596 3,187,334

売上総利益 635,573 737,906

販売費及び一般管理費 304,657 295,050

営業利益 330,915 442,856

営業外収益   

 受取配当金 10,149 12,262

 持分法による投資利益 18,096 1,187

 スクラップ売却益 5,631 7,305

 その他 12,111 12,143

 営業外収益合計 45,989 32,899

営業外費用   

 支払利息 683 782

 その他 355 377

 営業外費用合計 1,038 1,159

経常利益 375,866 474,596

特別利益   

 受取保険金 13,048 95,732

 特別利益合計 13,048 95,732

特別損失   

 固定資産除却損 2,379 1,640

 特別損失合計 2,379 1,640

税金等調整前四半期純利益 386,535 568,687

法人税等 123,438 196,714

四半期純利益 263,097 371,973

親会社株主に帰属する四半期純利益 263,097 371,973
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2017年11月１日
　至 2018年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年11月１日
　至 2019年１月31日)

四半期純利益 263,097 371,973

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △51,487 4,259

 為替換算調整勘定 △3,501 △3,512

 持分法適用会社に対する持分相当額 △469 △19,529

 その他の包括利益合計 △55,458 △18,782

四半期包括利益 207,638 353,190

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 207,638 353,190
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 2018年11月１日 至 2019年１月31日)

税金費用の計算
税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に

対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税
率を乗じて計算しております。

 

 
(追加情報)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2017年11月１日
至 2018年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年11月１日
至 2019年１月31日)

減価償却費 119,272 千円
 

130,387 千円
 

のれんの償却額 8,495 〃
 

― 〃
 

 

 
(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2017年11月１日 至 2018年１月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年12月８日
取締役会

普通株式 59,139 4.00 2017年10月31日 2018年１月31日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 
当第１四半期連結累計期間(自 2018年11月１日 至 2019年１月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年12月７日
取締役会

普通株式 73,913 25.00 2018年10月31日 2019年１月30日 利益剰余金
 

(注) 2018年５月１日付で当社普通株式５株を１株に株式併合したため、１株当たり配当額につきましては当該株式併
合後の金額を記載しております。

 

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ミロク(E02376)

四半期報告書

12/17



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2017年11月１日 至 2018年１月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 報告セグメント
その他
(注) １

合計
調整額
(注) ２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) ３ 

猟銃
事業

工作機械
事業

自動車
関連事業

計

売上高         

外部顧客への売上高 2,025,230 556,327 602,503 3,184,060 1,109 3,185,169 ― 3,185,169

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 7,706 ― 7,706 ― 7,706 △7,706 ―

計 2,025,230 564,033 602,503 3,191,767 1,109 3,192,876 △7,706 3,185,169

セグメント利益 259,765 136,812 3,661 400,239 314 400,553 △69,638 330,915
  

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、木材関連事業を含んでおります。

 ２． セグメント利益の調整額△69,638千円には、セグメント間取引消去616千円及び各報告セグメントに配分し
ていない全社費用△70,255千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない提出会社
の営業費用であります。

 ３． セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

 
Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2018年11月１日 至 2019年１月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 報告セグメント
その他
(注) １

合計
調整額
(注) ２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) ３ 

猟銃
事業

工作機械
事業

自動車
関連事業

計

売上高         

外部顧客への売上高 1,916,257 915,369 1,091,441 3,923,069 2,172 3,925,241 ― 3,925,241

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 2,868 ― 2,868 ― 2,868 △2,868 ―

計 1,916,257 918,237 1,091,441 3,925,937 2,172 3,928,109 △2,868 3,925,241

セグメント利益 234,843 270,616 836 506,296 612 506,909 △64,052 442,856
  

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、木材関連事業を含んでおります。

 ２． セグメント利益の調整額△64,052千円には、セグメント間取引消去1,152千円及び各報告セグメントに配分
していない全社費用△65,205千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない提出会
社の営業費用であります。

 ３． セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2017年11月１日
至 2018年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年11月１日
至 2019年１月31日)

１株当たり四半期純利益金額 90円55銭 128円04銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 263,097 371,973

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

263,097 371,973

普通株式の期中平均株式数(千株) 2,905 2,905
  

(注) １． 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

 ２． 当社は2018年５月１日をもって普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。これによ
り、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定して
おります。

 

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

2018年12月７日開催の取締役会において、2018年10月31日の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとお

り期末配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額 73,913千円

② １株当たりの金額 25円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2019年１月30日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 
該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2019年３月12日
 

株  式  会  社  ミ  ロ  ク

取  締  役  会  御  中
 

 

有限責任監査法人  ト  ー  マ  ツ  
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 久   保   誉   一 ㊞

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 安   田   秀   樹 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミロク

の2018年11月１日から2019年10月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(2018年11月１日から2019年１月31

日まで)及び第１四半期連結累計期間(2018年11月１日から2019年１月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、

四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミロク及び連結子会社の2019年１月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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